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Abstract 
Miyazaki International College (MIC) was selected for Themes I and II of the Acceleration Program for University 
Education Rebuilding (AP), one of the programs sponsored by MEXT for 2014 University Education Reform. In 
2018, the MIC-AP project completed its 5th year, with now only 1 year remaining. Since MIC was founded, 
"Development of Critical Thinking through Active Learning" has been the core of our education. The MIC-AP 
project aims to advance this educational foundation by clarifying effective teaching practices among the active learning 
activities MIC has implemented thus far, visualizing educational outcomes in e-Portfolio and developing a PDCA 
cycle of learning with rubric-based syllabi. This paper discusses the progress of the MIC-AP project up to 2018 and 
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成するという重要な役割がある。そして、大学教育が、その役割をしっかりと担える
支援をするために始まったのが AP 事業である。文部科学省（2014 年）によると、教
育再生実行会議の 3 次及び４次提言等で提言された教育改革の方向性のうち、3 つの
テーマ（テーマ  ：アクティブ・ラーニング、テーマ  ：学修成果の可視化、テーマ




1. テーマ   アクティブ・ラーニング※	 学修者の能動的な学修への参加を取り入
れた教授・学習法を行うことにより、認知的、倫理的、社会的能力、教養、知識、
経験を含めた汎用的能力の育成を図るもの。※ゼミ・卒業論文の指導を除く。 

































































とした、学修の PDCA による教育の内部質保証が大学教育に求められている。3 つの
ポリシーを踏まえ、各大学は自己点検及び評価を実施し、カリキュラム、そして、学
修方法や学修成果の改善が求められている。こういった質保証の観点から、これまで





























宮崎国際大学の AP 事業の目標  
 
前述した構想の下、主に 4 つの目標を掲げ、AP 事業は展開している。テーマ  （アク
ティブ・ラーニング）への主な取組は、これまで伝統的に実施してきた AL を更に発








とで、学修の PDCA の確立することである。3 つ目は、e ポートフォリオを用いて、
CT や英語力などの学修成果の可視化を実現することである。これら 4 つの取組を包括
した事業を展開することで、教育の質を向上させ、保証するシステムの構築を目指し
ている。図１は、申請時に提出した全体図である。また、2016 年度の文部科学省によ
る 3 つのポリシーの下での高大接続という AP の新たな枠組みを考慮し、学修成果は
当初予定していた CT 及び英語力だけではなく、ディプロマ・ポリシーに基づいた学
修成果を当初の予定よりも色濃く AP 事業の取組の中で反映させることとなった。 






～2019 年）  
 
テーマ   への主な取組は、AL の体系化及び効果的 AL の特定・普及、そして、AL プ
ログラム構築への活動である。まず、使用されている AL の手法を効果的に体系化す
るため、教員へのインタビューや授業観察が行われた。その結果を基に、AL の手法分
析のためのマトリックスが作成された。このマトリックス上で、33 種類の AL の特性
に応じて分類された AL に関するデータを整理・可視化することができる。表 1 は、
分類した AL の具体的な手法のリストである。 
  











































分類  5: すべてのカテゴリーに含まれるアクティブ・ラーニング（４項目）   
1. 学生が協力して行うプロジェクト 	 2. 実践への応用や実験  
3. 地域コミュニティーに根ざしたプロジェクト 4. 学生による評価基準の作成 
表 1：調査を基に分類した AL の 33 種類の手法 
 
 





査も行われた。学生への AL の教育効果の測定、及び学生の AL に関する学修行動の把
握に貢献するものとなった。現在、アンケート調査を教育学部へ広げ、教育学部での
AL の活用状況の実態を調査し、大学全体で AL を展開できる準備を整えている。また、
アンケート調査の結果報告や効果的な AL 手法の紹介を行う FD 研修会も実施され、教
員への AL に対する知識及び指導力向上に役立っている。 
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AL の体系化の後は、効果的な AL の特定に向けた活動が実施されている。具体的に
は、宮崎国際大学で重要な学修成果である CT や英語スキルに焦点を当てた AL の手法
を特定する取組である。この取組では、教員が実際に授業で実施している AL の手法
の活用例、そして、AL によって育成される CT や英語スキルなどの学修効果が記され



















CT の能力を測定する合計 26 問の選択式問題のテストが作成された。テストでの使用
言語は英語で、第二言語として英語学習者の学生を対象としている。テストの実施計
画は、1 年次の 7 月、3 年次の 4 月、そして 4 年次の 11 月で、宮崎国際大学での経年
的な CT 能力の伸長が測定できる。また、テストは、外部の有識者からの評価を得る
予定で、テスト完成に向けた取組を実施している。また、前述したテーマ I への取組
で作成している事例集の CT 能力は、このテストで測定する 7 種類の CT 能力が盛り込
まれており、国際教養学部の提供する授業の AL によって CT 能力を伸ばし、そして、
その学修成果を客観的なテストによって評価するという仕組みの構築が期待できる。 
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効活用するために、更に細分化することで発展させた。ディプロマ・ポリシーに関連
した 5 つの項目である Advanced Thinking（高度な思考力）、Global Perspective（国際的
な視野）、English（英語力）、Japanese（日本語表現力）及び IT Skills（情報通信技術）
のそれぞれの項目に対し、8 つの具体的な能力を測定する文章を作成し、合計 40 の小
項目（5 項目×各 8 つの文章）で DP に関わる能力・資質を自己評価するシステムを導
入した。これにより、学生が自己評価しやすい形式で、DP の学修目標に対する達成度




e ポートフォリオを用いて学修成果の可視化を行う取組  
2014 年、国際教養学部において、すでに活用されていた学習管理システムである





Mahara とは、様々なファイルや写真をアップロードし、整理・保管ができる e ポート





果を記録する英語力のページ、年度末に 1 年間の学修を振り返る 1 年次末のページ、
及び海外研修をまとめる 2 年次末のページも導入されている。e ポートフォリオの有
効活用により、自己の学修成果を可視化し、自らの強い点、弱点、あるいは成長を確
認することで、将来のさらなる発展へと繋げることができる。最終年度に向けて、3
年次末のページや 4 年間の学修を総まとめする 4 年次の卒業前のページ、そして、DP
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必須指標に対する進捗状況  
2014 年の AP 事業開始以来、文部科学省に毎年提出する必須指標がある。表 2 に 2014













実績 実績 実績 実績 目標 目標 
アクティブ・ラーニングを導
入した授業科目数の割合 
79.4% 100％ 91％ 92% 100% 100％ 
アクティブ・ラーニング科目
のうち、必修科目数の割合 
86.6% 91％ 91％ 93% 91% 95％ 
アクティブ・ラーニングを受
講する学生の割合 
100% 100％ 100％ 100% 100% 100％ 
学生１人当たりアクティブ・
ラーニング科目受講数 


























36 時間 36 時間 
退学率 8.8％ 6％ 3％ 2.1％ 1％ 1％ 
プレースメントテストの実施
率 
100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 
授業満足度アンケートを実施
している学生の割合 
76％ 56％ 68％ 73％ 100％ 100％ 
授業満足度アンケートにおけ
る授業満足率 
63.5％ 64% 60% 63％ 90％ 92% 
学修・生活実態調査の実施率 76％ 51％ 68％ 73％ 100％ 100％ 










36 時間 36 時間 
学生の主な就職先への調査 無し 実施 実施 実施 実施 実施 
表２：宮崎国際大学の AP の必須指標 
 
 
AL に関する数値は、AP 申請書に記載した AL の定義である「本学では、以下
に示される課題解決型のアクティビティーの要素が 1 つ以上且つ 1 回の授業時間の半
分以上に含まれていた場合に、アクティブ・ラーニングと定義する。1) 授業を聞き、






















前述した DP の 40 項目による学生の達成度とし、教育学部では、学修到達度を測定す
るための履修カルテ及び学年ごとに学修到達度を自己評価するシートを導入している
ので、その活用を持って学修到達度調査としている。最後に、学生の授業外学修時間
については、2017 年度までの授業外学修時間の推移は、10.6 時間（2014 年度）、11.3










国際大学の AL を通じた CT を育成する国際的リベラルアーツ教育が発展するかも議論
した。AL は宮崎国際大学が開学以来、日本で先進的に取り組んできたことであり、
AP 事業によって、教育効果をより明確にした発展的な AL を提供できるようになるで
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